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Summary

　Atotal 　of 　134　Lilium　japonicum　plants　 were 　Gollected　from　39　iocalities　in　Japan，　Between
November 　1996　and 　July　 1997，　the　plants　were 　simultaneously 　 cultured 　in　 a　field

，
　while 　their

molphological 　and 　physiologicai　characters　were 　recolded 　and 　compared 　between　accessions 　of 　the

plants．　Nine　of 　the　 characters 　reco τded　wcre 　associated　with 　a　geographical　region　or　cline．86
flowered　plants　were 　divided　into　five　groups　by　a　principle　Gomponent 　analysis 　based　on 　eight 　of 　the

nine 　charactels ．　The　groups　suggested 　the　following　five　geographical　types ：

1．Wakayama 　 and 　Mie　Prefecture（Kii
−
pcninsula）type： late　flowering，　mid −size，　narrow 　Ieaves，

requiring　more 　than　eight　weeks 　from　emeTgence 　to　anthesis ；

2．Ranging　from　Shizuoka　to　Hyogo 　Prefecture　type： medium 　flowering
，
　mid

−
size

，
　naTrow 　leaves；

3．Ranging　from　Gifu　and 　Ishikawa　to　Yamaguchi 　and 　Ehimc　Prefecture　type ：1ate　flowering，1arge
sizc，　wide 　leaves；
4．Ranging　from　Niigata　to　Tottoli　and 　Nara　Prefecture　type ： slightly 　early 　flowering，　slightly 　small
size ，　wide 　leaves；
5．Discontinuous　Miyazaki　and 　Tokushima　Prcfecturcs　type： early 　flowering，　 small 　to　mid

−
size ，

deeper　colol 　of　perianth．

　Each　area 　in　types　of　1　and 　5　was 　separated
，
　whereas 　areas 　in　1ype　of 　2

，
3

，
　and 　40ver且apped 　from　the

Kinki　region 　northward 　to　the　Chubu　region．
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，
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，
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ana 璽ysis．

緒 　　言

　サ サ ユ リ （Lilium　japonicum　Thunb．）は ユ リ属の 日本固

有種 で あ り，九州地方の 宮崎県，四国地方，中国地方，近

畿地 方，中部地方お よ び 北 陸地方の 丘陵地や山間 の 林縁

もし くは疎林の 林床 に 自生分布して い る，サ サ ユ リは観

賞価値が 高い もの の栽培 が 困難 で あり，園芸用品種 の 作

出 の 必要性が指摘 さ れ て きた （清水 ，
1946a

，
　b；竹田，

1993）．近年の サ サ ユ リに関す る園芸学的研究 は，無菌培

養 に よ る大量増殖および培養球の栽培に つ い て い くつ か

の 報告が な され て い る もの の 園芸品種作出に 関す る報告

は ほ と ん ど な されて い な い （Niimi，
1995；Maesato 　et　a1．，

1999 年 8月25 日　受付．1999年 11月 15日　受理．
本研究の

一
部は，園芸学 会平成 10年度秋季大会に おい て発表 した．

本研究の
一
部に，平成5年度文部省科学研究助成金 （B）と下中記念

財団（東京）平成9年度下中科学研究助 成金を使用 した．
’ 現在 ：大阪府立城山高等学 校園芸 科　563−0219 大 阪府豊能郡

　　　豊能町

1991；浅尾 ら，1992；河原林，1993a，　b，1995；春木 ら ，

1996a，　b；水口 ら，1995；Yamagishi，1995）．サ サ ユ リの

園芸品種作出の 基盤 とな る種内変異は，こ れ ま で い くつ

か の 生育地 が 限 られ る 変種 が 記載 さ れ （Makino ，1893 ，

1917；北村 ・村田，1952；清水，1971），形態的 に も地理的

変異 が大きい こ と や，そ の お お むね の 傾向に つ い て 報告

され て い る （清水，1987）．しか し，こ れ らの 報告の 多 く

は，自生地に お ける調査に基づ くもの で あ り，自然に存

在す る遺伝変異の 全体像を明確 に す る もの で は な い．サ

サユ リの 種内変異を明 らか に す る試みは，春木ら（1998）
の RAPD 法 に よ る島根県自生の 各系統 と愛媛県，和歌山

県お よ び静岡県自生 の 系統の 類縁関係の 推定に と どま っ

て い る．

　そ こ で著者らは ， サ サ ユ リの 種 内変異，特に地域的に

偏りの 認 め ら れ る形質とそ の 地理的な特性を明らか にす

る こ とを目的 に ，栽培試験を実施 し諸形質 の 数量 的な評

価 とそ の 解析を試み た、

362

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

園学雑，（∫．Iapa皿．　Soc．　Hort．　Sci．）69（3）：362−371，2000， 363

材 料 お よ び 方法

　栽培は，1996 年 11月か ら 1997年 の 開花期に かけて ，

海抜 130m の兵庫教育大学 （兵庫県加東郡社町）内の ガ ラ

ス 温室北室で行 っ た．本試験に は 1996 年 7 月まで に採集

ま た は譲渡に よ り収集し ， 採集地点が明確な 19府県 37箇

所の 自生地 由来 127個 の 鱗茎，採集地点 は 明確 で はな い

が 岐阜県内か ら採集 さ れた 2系統 7個体を供試 した．供試

した系統の 由来と付与した 系統 コ ード，植え付 け時 の 平

均鱗茎重および出芽後の 地上部の 形態を第 1表に示した，

な お，測定は主 に 正 常に 開花 した 87個体に つ い て 行 い ，

茎長 に つ い て は 茎葉 の み の 37個体 に つ い て も行 っ た ．

　材料と した鱗茎は 1996年 11月に根を取 り除き重量を

測定後，プ ラ ン タ ー内に 定植し た，用土 は，赤玉土 6，
バ ーク堆肥 3，日向砂 1 の 割合で 混合 した もの を用 い た ．

ガ ラ ス温室 は栽培期間を通 じて 側面を開放 し，温度管理

は行わなか っ た，栽培期間中，潅水 は用土 の 乾燥 の 程度

に よ り適量行 い ，施肥 は 4月か ら 7月に か けて 週 1回，原

液 ハ イ ポ ネ ッ クス 5−10−5（（株 ）ハ イ ポネ ッ ク ズ ジ ャ
パ

ン，大阪）1000倍液を施用 した．

　測定は，形態お よ び生理的形質に つ い て行い ，測定値

間の 関連 で表さ れ る 10項目の 形質を測定値 か ら算出 し

た．葉色 および花被色 に 関する項 目の 測定に は積分球を

装備した ス ペ ク トル ラ ジ オ フ ォ トメ ータ L匸一1800（ラ イ

カー，米国 ）を使用 した．ま た葉と花被 に 関す る色 お よ び

重量以外の 項目の 測定 に は，フ ラ ッ トベ ッ ドス キ ャ ナー

（GT −5000ART ，　 EPSON ）を備え た パ ーソ ナ ル コ ン ピ ュ

ター
（Quadra800， ア ッ プル ジ ャ パ ン ）を用 い ，各値 の 算出

に は 画像解 析 ソ フ ト NIH −image （Ver，1．59 ，
　 U ，　S．

National　lnstitute　of 　Health）を使用 した．形態形質の 測定

は 開花 2な い し 4日 目に 行 っ た．解析は 関連した形質ご と

に 行 っ た，また地理的な 勾配 もしくは違 い が 認 め ら れた

形質を用 い 主成分分析を行 っ た，解析に は Excel統計 for

Maci皿toshお よ び Excel多変量解析 Ver．3　for　Macintosh

（い ず れ も （株）エ ス ミ，東京 ）を使用 した．

結　　果

1．鱗 茎 の 大 き さ と こ れ に 関 連 す る形 質 の 解析

　ササユ リは ， 鱗茎 の 大きさ， 茎の 長さおよび花の 大 き

さの 間で 正 の 相関を持 つ こ とが ，こ れま で の 調査 （西村・

渥美，1997）か ら明らかとな っ て い る．しか しササユ リは

鱗茎を栄養貯蔵器官とす る多年生植物で あ り，本試験に

お い て供試 した各個体は，栽培試験供試まで の 履歴が均

一
で な い．すなわ ち鱗茎の 大きさ，茎 の 長さ お よ び花の

大きさは実測値を直接比較する こ とはで きない ．そ こ で ，

ササユ リが経時的な生長 に 従 い 花数を増加 さ せ るこ とか

ら，花数を鱗茎の 生育段階を表す階級と し，1輪咲き，2

輪咲き，3お よ び 4輪咲 き の 3 階級に分 け，各階級内で各

鱗茎重 の 基準値（Z ＝　（X 　
− X ）ノS）を算出し ，

こ の 値を花 ， 茎

および鱗茎を含む植物体全体 の 大き さの 指標 と な る相対

的鱗茎重 と し系統間 で 比較を試み た．ま た，茎 の 長さ と

花の 大き さ は，鱗茎の 大き さ の 従属変数と み な し，そ れ

ぞ れ鱗茎 の 大きさに対す る回帰直線 か らの 各個体の 残差

を求 め，こ れを相対的な長さ ま た は大き さ と し系統間で

比較 した．鱗茎の 大き さ は植え付け時に 測定 した鱗茎重

（g）の 値を，茎の 長さ は開花時の 茎長（  ）の値を常用対数

変換 し用 い た．相対的鱗茎重 の 算出に 必要な各階級の 平

均値お よ び標準偏差 は着らい した 94個体 の データを使用

した．茎長は地表か ら包葉を除く止め葉の 着生節まで の

長さとし，茎長 の 鱗茎重 に 対する回帰直線 の 算 出 に は茎

葉 の み の 個体 も含 め 124個体 の データ を使用 した，ま た，

花の 大きさは，測定した各部の うち花芽数 （1か ら 4）との

相関係数 に 有意性がない 項目の 中か ら，植え付け時鱗茎

重 と最 も高 い 相関 （r ≡ O．56＊ ＊

）を示 した花長 （cm ）を代表

値と して 用 い た，

　相対的鱗茎重を系統間で比較 した と こ ろ ， 徳島県由来

の 2系統は
一1か ら

一3にかけて の 低 い 領域 に，中国地方 と

奈良県以北 の 近畿地方 ， お よ び中部地方 の 諸系統 は ＋1か

ら ＋2 もしくは ＋3に かけて の 高い 領域 に 個体 の 分布が 認

められた，茎長 （log　cm ）の 植え 付け時鱗茎重上 の 回帰直

線 （y　＝ 　o．42x ＋ 2，14，　r ＝o．70 ＊ ＊

）か らの 残差を系統間で 比

較した と こ ろ，宮崎県，愛媛県，中国地方各県由来の 諸

系統の個体が負に，和歌山県の 2系統 （MHH と MHF ），岐

阜県の 2系統（PMM と PEK ）の 個体 が正 に 偏 りを示 した．

ま た，花長 （  ）の 植え付け時鱗茎重上 の 回帰直線 （y ＝

24．25x ＋ 51．95，　 r＝ O．57”

）か らの 残差を系統間 で 比較 し

た と こ ろ，宮崎県 の 1系統 （ANM ），徳島県 の 1系統

（BNT ）， 奈良県の 2系統 （KUO と KYY ），和歌 山県の 1系

統 （MHF ）の 個体 が，回帰直線付近か ら一20mm な い し一

30mm の 範囲で 偏 りを示 し た ，また大阪府 の 1系統

（JTO），和歌山県の 2系統 （MHN と MHH ），岐阜県の 1系

統（PEK ）の個体が 回帰直線付近 か ら ＋20　mm を超え ＋30

mm の範囲で偏 りを示 した．しか し，地域的な傾向は特に

認 め られなか っ た （第 1図 ），

2．葉 の 形態 に 関 わ る諸 形 質

　葉の 形態 に 関 し，以下 に 述べ る形質 の 系統間の比較に

用 い た散布図を第 2図に 示し た．測定 した葉は最長葉で

ある．な お，長 さ に 差 が 認め らな い 葉が 2枚以上認め られ

た個体は幅が最大の葉を測定 した．

　葉比 （葉長 ノ葉幅 ）は，系統間 で偏 りが 認 め られると と

もに ， 地域的な傾向も認 め られた．近畿地方南部で あ る

和歌山県の 3系統 （MHN ，　MHH お よ び MHF ），お よ び三

重県の 1系統 （NTM ）で高い値とな り，中部地方岐阜県の

2系統 （PEK およ び PGF ）お よ び静岡県の 系統 （RHN ）もや

や高い 値を示 した ．ま た徳島県の 2 系統 （BNT お よ び

BNK ）もや や高い値を示 し た．一
方，宮崎県 の 1 系統

（ANM ），中国地方 の い くっ か の 系統 （DAA ，　EHS ，　FII，

FHH およ び HKN ），奈良県 の 1系統 （KUO ），滋賀県の 系

N 工工
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Table　L 　A   essions，　their　dishibution　and 　merphelogy 　after　emergence ．

Acoassions
　 　 　 　 　 　 　 　 　 No．　of
　 　 　 　 　 　 　 　 ind童vidualSCotlected
　 　 　 　 　 codeZ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 surveyed（Gif  d）in

Average　of
initiar　bulb　　 Stem＆

weight （且099 ）　 且eaf

Aerial　parts

Station Flower　set

Region　　　Pref． Area y1234

KyushuMiyazaki　 J正to−gun
　 　 　 　 Nobeoka −c

正993　 　 AIY

（1993）　　 ANM

33 0．780
．99

2

3

里

Shikoku　 Ehime　　 Kuma −
cho

　 　 　 　 　 　 　 　 Nomura−cho

　　　 Tekushima　 Naka−gun
　 　 　 　 　 　 　 　 Kisawa −son

（皇994）　　　　CKK
1995　　 　CHN

（1993）　　 BNK
1996　　 BNT

且

344

α781
．200
．500
．73

1

13321

Chugoku　Yarnaguchi　Abu−gun
　 　 　 　 　 　 　 　 Tuno−cho
　 　 　 Shimane　　Sada−cho

　　　 Tettori　　 Iwami −gun
　 　 　 　 　 　 　 　Hino −gun
　　　 Hiroshima　Takamiya −che

　　　 Okayama　 Nariha−cho

1993　　 DAA
1993　　 DTS
l996　 　 　 EHS

l994　 　 　FII

1994　　 　FHH
l996　　　GTr
l996　　　HKN

325125

」
4

1，110
．77

且．301
．110
．871
、021
．21

12

141

31

（1）
x31112

K 童nki 　　 Hyogo

Osaka

Nara

Yatiyo−cho
Takarazuka−c
Toyono −

gun
Toyono −

gun
Kawatinagano −C
Uda−gunYoshino

−gun
Wakayama　 Kanaya −cho

Mie

Shiga

HigashimurD −gun
Higashimuro−gun
Higashimuro−gun
Hongu−cho
Taki−gunMiyama

−
cho

Shiga−gun

1996　　　n
「
Y

（1995）　　　、IZS
l996　　 ∫『0
1990　　 Jrs
1994　　 JKH
1994　　 KUO

1994　　　KYY

l996　　　MAK
1993　　 MHN
1993　　 MHH
1993　 　 MHM

1996　 　 MHF

1992　 　 NTM

1996　　 　NKM
1993　　 0SS

4451233453191420795719069

お

研

21
四

897092906908

10100111100000131

2

2

2

2

1321

3（1）
2（2）

13

艮

4「
122

13

1

3

111

1

Chubu　　Gihu

AichiShizueka

Motosu−cho 　　 　 　 1996　　 PMM

Kushihararson　　　　l996　　　 PEK
Kashimo −

son 　　　　 l994　　　PES
Unknown　　　　　　（1995）　　 PGF
UIIknewn　　　　　　（1996）　　 PXX

Nukata−cho 　　　　　1996　　　QNN
Nakanegawa−cho 　　 1994　　　RHN

6522522 L35L450

．991
．570
．670
．541
，19

1

1

52

31

2

42

2（1）

1

Hokuriku　Ishikawa　　Terigoe
−
son

　　　　　　　　Yanagida −sen

　　　 Niigata　　 Itoigawa−c
　 　 　 　 　 　 　 　 Kubiki−gun

1996　　 TIT

（1994）　　 THY
1996　　　UIM

（1994）　　　　UKM

9244 1，120
．69LO50

．94

31 4　 　 　 2134

（2）

1

tetal　l34 3768 （6）　　17〔1）　　　81

zCodes
　were 　given　each 　indigenous　population．

yNumber 　of 　flower　bud，
xNumbers

　in　parenthesis　indicale　numbers 　of　individua］s　with　disease　sympto 皿 s　on　leaves　or 　flowers，　were 　rejected　from　measurementS 　of

characters 　except 　the　rela垣ve 　size　ofbu 且b6．

統 （OSS），北陸地方 2県の 4 系統（TIT，　 THY ，　 UIM お

よび UKM ）で は お お む ね 5未満の 低 い 値 が 認 め ら れた．

　葉縁退色域比 （葉縁退色域 1葉面積）は地域的な勾配が

認め られた．九州地方を除き分布の西部に 寄る ほ ど退色

域の 割合が大きくな り，分布 の 北部 で あ る北陸地方 で も

や や大き くな る傾向が認め られ た．

　葉 の 色枹 に関す る値 （a お よ び b）に基づ くHunter色度

座標上 の 個体の 分布は，色相上 の 違い は 認 め られ ず，同

座標 0点か らの 距離で表され る彩度 （C 値）に関して ばら

つ きが認 め られた．葉色 の彩度を系統間で 比較 した と こ

ろ系統内の ば らつ きが大 きい もの の ，若干 の 地域的な傾

向が 認 め られ た．ま た 彩度 は，葉縁退色域比 と 中程度 の

正 の相関（r＝O．41
＊ ’

）が 認め られ た が葉比と は無相関 （r ＝

−0．01）で あ っ た．
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3．花 冠 部 の 色 に 関 す る 諸 形 質

　正常 に 開花した 87個体の 内 PEK 系統 の 1個体 は 測定日

に お い て 花被の
一部に萎凋が認 め られ た た め，花被色 は

測定 しな か っ た．内花被向軸面の 色相 に 関す る値（a，b）

に 基づ くハ ン ター座標系上 の 各個体 の 分布は ， ほ とんど

無色 の 領域 か ら赤色成分を増加す る方向に分布した．赤

色成分をわ ずかしか含まない 個体 に は黄色成分が認 め ら

れ，赤色成分が増加する と と もに青色成分がわずか に増

加 した．ま た 外花被背軸面は 内花被向軸面に くらべ ，赤

色成分が弱 く，黄色成分 が強か っ た．な お内花被向軸面

の 黄色成分は無彩色 の 背景な しで は肉眼で識別 しに くい

が，外花被背軸面 は容易 に うす い 黄色 （ク リ
ー

ム 色）と し

て見る こ とがで きた，

　内花被 向軸側 の a 値を個体 ごとに系統間で 比較した結

果，宮崎県 の 2 系統 （AJY と ANM ）と徳島県の 2系統

（BNK と BNT ）の 個体の ほ とん どが 10を超 え る高い 値を

367

示した ．特 に 徳島県の BNT 系統は 30 に近く，他か ら大

きく逸脱 した個体 を含ん で い た ．

　や く色 は 1996年の予備調査 で 収集 した や くの標本か

ら ， 明度 の 最 も低 い 標本を 1，最 も高い 標本を 5とす る 5

階級を設 け，色見本を作成し，肉眼 で 評価 した．和歌山

県お よ び 三 重県 の 4系統 （MHN ，　MHM ，　NTM および

NKM ）で 4 も し くは 5の 明るい 色を示す個体が認め られ，

2以下の 暗い 色を示す個体 は認 め られ な か っ た．そ の 他の

地域の系統は 1か ら 3の 間 で ば らつ きが認め られ た

　花被色 の う ち内花被向軸面 a 値の 各系統内 の 散布図お

よ び系統毎 の や く色 の 度数分布を第 3図 に 示 した．

4．早 晩 性 に 関 わ る 生理 的諸形 質

　着 らい した個体 の 最も早い 出芽は 3月 17日，遅い 出芽

は 5月 4 日で あ っ た，ま た最も早 い 開花は 5月 7日で あ

り，遅 い 開花は 6月 17 日で あ っ た．

　出芽日，開花日および出芽か ら開花まで の 日数 （到花 日
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数）を個体 ご とに系統間 で 比較 した．出芽日は，宮崎県の

2系統 （AJY と ANM ），和歌山県の 2系統（MAK と MHF ）
および三重県の 1系統 （NKM ）の 個体が 3月中下旬 と早

く， 愛媛県の 2系統 （CKK と CHN ），中国地方 の 3系統

（DAA ，　 EHS お よ び HKN ），兵庫県と隣接す る大阪府の

3系統 （ITY，　 IZS お よ び JTO）お よび 岐阜県の 3系 統

（PEK ，　 PES お よ び PGF ）の 個体が 4月下旬以降と遅か っ

た．開花 日の 早晩は 出芽時期 の 早晩とおおむね
一
致 した

が，和歌山県 の 5系統（MAK ，　MHN ，　MHH ，　MHM お よ

び MHF ）と三重県の 1系統 （NKM ）は出芽日に 比べ て晩生

で あ っ た．出芽日に対 して開花 日が晩生 と な っ た和歌山

県の 5系統と三 重県の NKM 系統の 到花日数は，ほ ぼ 60

日か ら 80 日で あ るの に 対 し，こ れ ら以外の系統で は，ほ

とん どの 個体が出芽後 40 日か ら 50 日 に開花し た （第 4

図 ）．

5．主 成分 分 析

　 正 常 に 開花した 87個体の 内，花被色 に関す る一部デー

タが欠けた 1個体を除く86個体につ い て 地理的な相違ま

た は勾配 が 明瞭 に認 め られ た 8形質（相対的鱗茎重 ， 相対

的茎長，葉比，葉面退色域比，花被色 a 値，や く色 ， 開花

日お よ び到花 日数 ）を用 い 主成分分析を行 っ た．主成分分

析 の 過程 で得られ る各形質間 の 相関行列で は強い 相関は

なか っ た ．絶対値が 最大 の 相関係数は 中程度の 正 の 相関

を示す O．59で あり，到花 日数と葉比間 に 認 め ら れ た．

　主成分分析 の 結果，第 1主成分 （Zr）の 固有値 は 2．81，第
3主成分 （Z3）の そ れ は 1．06で あり， 情報量の 反映する割

合で ある累積寄与率は第 2主成分 （る）まで で 56，52％，第

3主成分（Z3）まで で 69．83％ とな っ た．第 1主成分 は 到花

日数に特に 強い 負の 相関 （
−0．90）を，葉比 に 強 い 負の 相関

（
−0．76）を示 した．第 2主成分 は花冠の大小や茎の 長短 の

代表値で あ る相対的鱗茎重と強 い 負の 相関を（
−0．74），内

花被の 赤色成分と強い 正 の 相関 （0．76）を示 した．ま た，分

析 に 用い た い ずれ の 形質も第 3主成分，第 4主成分とは絶

対値 0．7以上 の 強 い 相関を示さ な か っ た．

　第 1主成分と強 い 相関を示 した 2形質は，近畿地方南部

の 和歌山県お よ び三 重県か ら採集され た 諸系統を共通 し

て 特徴 づ ける もの で あ る．また，第 2主成分と強い相関を

示 した 2形質は，四国地方東部の徳島県か ら採集された系

統を共通して 特徴づ け る も の で あ っ た．よ っ て
，

こ れ ら

の 主成分 の 意味付けを行 うと，第 1主成分 は紀伊半島軸，

第 2主成分 は 徳島軸 で あるとい え る．Z1−Z2平面上 で各

個体は，Zl 軸上で 大きく負方向に偏 っ た 領域の A 群 ， 同

軸上 や や負方向で 偏 っ た B 群，Z1軸正 ，
　 Z2軸負の 領域の

C群，Z1軸正 ，　Z2軸や や正方向に 偏 っ た D群および Z2軸
正方向 に 偏 っ た領域の E 群に 分 か れた．B 群 は A 群 と C

群の 中間領域，D 群 は E群と C 群の 中間領域で あ っ た （第
5 図）．Z3 軸上 で の 偏 りは特に 認 め られ な か っ た．

　A 群とE群は そ れぞれ和歌山県，三重県の 紀伊半島域

と徳島県お よ び宮崎県か ら採集 した個体か らな っ て い た．

こ れ らの 個体 と同
一

系統 の 個体は，他の 群 に 含まれなか

っ た．B 群 に 属す る個体は静岡県か ら兵庫県 に かけて の

地域か ら，D 群に 属す る個体は新潟県か ら鳥取県に か け

て の 地域か ら採集 した個体からな っ て い た．ま た C 群に

属す る個体は 四国地方西部の 愛媛県お よ び本州 の 広 い 範

囲 か ら採集さ れ た もの で あ っ た が，分布の 北東端お よ び

南東端で あ る新潟県と静岡県 か らの 個体 は含まれ な か っ

た．また 鳥取県を除く中国地方各県 と愛媛県に は C 群以

外 に 属する個体は認 め られ な か っ た．

考　　察

　 Asano （1986）は，ユ リ属種間関係に おける数量分類学

的検討を行い，お お むね 従来の 分類 に
一

致す る こ と を報

告 して い る．しか し，ユ リ属植物 の 種内変異 の 報告に こ

れ ま で 同様 の 手法 を 適用 した報告は な く，本研究 は ユ リ

属植物 の 種内変異の 解析に数量分類学的手法を適用 した

初の 試み で ある．なお，本報告 で 使用 し た主成分分析 に

よ る種内変異 の 解析 は花卉に つ い て は ク ラ ス ター
分析 と

合わせ サザ ン カの 晶種分類に用 い られ，そ の 有効性が報

告され て い る （箱 田・秋浜 ，
1988）．

　 サ サ ユ リの 形態的な 種内変異 に 関 して こ れ ま で 記載を

中心 に多 くの 報告が な され て い る．Makino （1893）は ， 高

知県西部の標本か ら T』unberg （1784）の 原記載に 記述 さ

れ て い る諸形質の うち，葉の 形容 に
“
小さ い 縁取 りの あ

る
”

とあ る の を
“
縁 に 沿 っ て自色を帯び る

”
に 変え，変

種 フ ク リン ササユ リ（var ．　albomarginatUm 　Makino）を記

載 した．また Makino（1917）は，葉が細い こ と に の み触

れ，変種 ニ オ イ ユ リ（var．　ang “ stifolium 　Makino ）を記載 し

た．北村・村田（1952）は，本田 （1949）がササ ユ リ に似て

い るが葉や花が小形で あ る と して 別種記載 した徳島県の

ジ ン リ ョ ウユ リ（Lilium　abeanum 　Honda）を，開花時期は

早 い が 和歌山県内の 同一地質の サ サ ユ リ も小型 で あるこ

とを指摘 し，変種 ジ ン リョ ウユ リ （var ．　Abeanum（Honda）

Kitamura）と記載した．清水 （1971；1987）は，不完全 で あ

る こ とを認 め っ っ も葉比 お よ び花芽 の 分化時期に 着目し，

おおむね太平洋岸型 と 日本海岸型の 2型 の 存在を指摘 し，

特 に 日本海岸型を変種 ヒ ロ ハ ササユ リ （var ．μαの澱 醐

Hort，）と して 記載した．また，坂 口 （1976）は宮崎県の 自

生地を調査 し，開花時期が非常に早い こ とを指摘 して い

る が外部形態に特徴が な い と報告 して い る．一
方ササ ユ

リ以外の ユ リ属の 種内変異の 報告は ヤ マ ユ リと ヒ メ サ ユ

リつ い て わ ず か に な され て い るの みで あり（安藤・門 田 ，

1936；池 田，1983），サ サ ユ リは そ の報告の多さ か らユ リ

属に おい て 特異的に 種内変異が大 きい種 で ある とい え る．

　サ サユ リに つ い て 著者 らは多変量解析を用 い て徳島県，

和歌山県 ， 大阪府，石川県 の 各自生地 の 個体を調査す る

こ とに より，葉を除く栄養体お よ び花冠部の大小，葉色，

お よ び や く色がそ れ ぞ れ独立 して変異 し各自生地を特徴

づ ける形質 で あ る こ とをす で に 報告 して い る （西村 ・
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Fig．5．　Distributions　of 　flowering　jndividuals　into　five　groups（A
−E）on 　the　Z1 −Z2　plane．　Each　individuaHs

　　 plo賦ed 　by 山e　component 　score ．

　　 Group　A ；Individuals　were 　collec 邑ed 　from　Wakayama 　and 　Mie 　Prefecturos．

　　 Group　B ；InCliviCluals　were 　collected 　from　Hyogo，　Osaka，　Mie，　GifU，　and 　Sh伽 oka 　Prefectures．

　　 Group　C；InClividuals　were 　co 虹ected　from　Ehime，　Yamaguchi，　Hirosbima，　Okayama ，　Shimane，
　Osaka，　Nara，

　　　　　　Shiga，　Gifu，　and 　Ishikawa　Prefectures，

　　 Group　D ；Individuals　were 　collecled 　from　Tottori
，
　Nara

，
　Ishikawa，　and 　Niigata　Prefe（加 res．

　　 Group　E ；Individuals　were 　colleCted 　from　Miyazaki　and 　Tokushima　Prefectures．

　　 Characters　on 廿1e　plane：Accession　oode ，　refer 　to　Table　1．

渥美，
1997）．ま た，著者ら は出芽および開花時期に つ い

て も栄養繁殖に よ り保存さ れ る遺伝形質で ある こ とを報

告 して い る （西村ら，1997＞ 本栽培試験の 諸結果 は，サ

サ ユ リに つ い て こ れまで報告され て きた変異形質が，同

一条件下 で の 栽培 に おい て も維持され る こ とを示すもの

で あり，そ れ らの 諸形質 に つ い て 数量的な 評価 が可能で

ある こ とを示す もの で あ る．ま た ，こ れ ま で 特 に 報告さ

れなか っ たが ， 観賞用花卉と して重要 な形質で ある花冠

部 の 色お よ び茎長 に つ い て も地理的な相違 も し くは勾配

の ある形質で あ る こ と が 明 らかとな っ た．

　主成分分析 に用 い た 8形質は，い ずれ もサ サ ユ リの園芸

品種 を作出す る際に重要 とな る形質 で ある．よ っ て 主成

分分析 の 結果は，自生す るサ サ ユ リが 5型の 遺伝資源か ら

成る こ とを示す もの で あ る．各型 の 特徴 と分布域はおお

むね次 の ように まとめ る こ とが で き る．

　第 1は，晩生，中型 で，葉が細 く，到花日数が長い ，紀

伊半島域に 認 め られる型，第 2は中生 ， 中型 ， 葉の 細い，

静岡県か ら兵庫県に か けて の 型，第 3は，晩生 ， 大型 で か

っ 葉 の 広 い 岐阜県か ら山口県お よ び愛媛県の 広い 地域 に

分布す る型，第 4は，や や早生，や や 小型 で 葉 の 広 い ，鳥

取県か ら新潟県に か けて分布す る型，第 5は，早生，小型

ま た は中型 で あ り花被色の 強い 宮崎県 と徳島県に認め ら

れる型で ある，なお第 1と第 5の 型 は地理的な重複を認め

な い が
，

そ の 他の 型 は近畿地方の 中北部か ら中部地方 に

おい て 重複 して お り，第 2 と第 3また は第 3と第 4の型 か

らな る系統も認め られた，

　春木ら （1998）は RAPD 法 に よ る DNA 解析 に よ り， 島

根県内各地 の サ サ ユ リは愛媛県 の サ サ ユ リ と同
一と みな

す こ とがで き，また静岡県の サ サ ユ リや和歌山県の サ サ

ユ リと は 遠縁 で あ る こ とを報告 して い る．本調査の 結果

は，愛媛県と島根県の 系統を い ずれも第 3型 として ， また

和歌山県と静岡県の 系統をそれぞれ第 1型，第 2型として

検出して お り，春木ら の 遺伝子 レ ベ ル の 調査と矛盾 しな

い もの で あ っ た．各型 の 系譜的関係 は，散布図上 お よ び

地理的な位置関係か ら第 2お よ び第 4型は第 3型 か らの 派

生 で あるこ とが推測される，さ らに第 1型と第 2型の 関連

も示唆 さ れ る もの の 第 5型 は 独 自性が 強 く，DNA 解析等

の 分子生物学的手法 に よ っ て 今後，系譜的関係は明らか

に す る こ と が可能で あ ろう．

　著者 らは，本試験 に も供試 した MHN 系統が花芽の 分化

傾向が著 しく強い こ とを報告して い る （西村 ら，1997 ），

こ の MHN 系統は本試験の 結果で は第 1型 に属 して い る，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

園学雑．（J．Japan．　Soc．　Hort．　Sci．）69（3）：362−371．2000． 371

今後，切り花用と して は大型 で ある第 3型 の 系統 と MHN

系統間で，鉢物用 として は小型 で ある第 5型 もしくは第 4

型 の 系統と MHN 系統間 で交雑する こ とに よ り有用 な園

芸品種が作出さ れ る もの と考えて い る．

摘　　要

　サ サ ユ リの 地理的変異を明確に するこ とを目的 と し，各

地か ら収集 した系統を 1996年 11月か ら 1997年 7月に か

けて
一斉 に 栽培し た．栽培中の 形態と生理的形質に つ い

て 9項 目に 地理的 な 相違ま た は勾配 が 認 め られ た ．そ の

うち，地理的な傾向が比較的明瞭な 8形質を用 い 主成分分

析を行 い，次の 5型を認め た．

1．和歌山県と三重県（紀伊半島）の 型．晩生 ・中型 ・細 い

　 葉 ・出芽か ら開花に 8週以上を要す る．

2．静岡県か ら兵庫県 に 分布する型．中生 ・中型 ・葉が細

　 い ．

3．岐阜県および石川県 か ら 山口県お よ び愛媛県に分布す

　 る型．晩生 ・大型 ・葉が広い．

4．新潟県 か ら鳥取県お よ び奈良県に か け て 分布す る型

　 やや早生 ・や や小型 ・葉が広 い．

5．徳島県と宮崎県に分布す る型．早生・小型また は 中型 ・

　 花被色 が強 い ．

　謝　辞　各地 の 自生個体 の 収集に 際 し，石川県農業総合

試験場田中和人氏，愛媛県農業試験場松澤光氏， 愛媛県

経済連渡辺暁雄氏，岐阜県中山間地農業試験場小林忠彦

氏，徳島県 立徳島農業高等学校神山分校片山泰雄氏，新

潟県立新発田農業高等学校山田隆生氏，大阪府立桜塚高

等学校西谷信
一

郎博士 ， 大阪府前野孝之氏 に系統の提供

を頂き，各地 の 教育委員会と市町村 に 採集の 協力を頂い

た．ま た，試験計画立案 に際 し大阪府立花の 文化 園竹田
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